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I．プロジェクトバージョンコントロール  

OPUSERXP-7 では、1 つのプロジェクトファイル無いに、異なる編集段階（バージョン）の基板データを管理する事が出

来ます。旧 OPUSERファイル（*EPB）を使用して作業を行っている場合は、新 OPUSERで EPBファイルを開き、新 OPUSER

ファイル（*EPX）で保存する必要があります。 

使用する箇所は“プロジェクト～”かもしくは“バージョン～”を選択して表示させる“プロジェクトバージョンコントロ

ール”となります。通常は回路が若干異なる基板や、部品の配置を変更した基板等に使用しますが、ここでは簡単なデータ

を使用して操作の説明を行います。 

 

選択すると下記のダイアログが表示、その他のエディタを終了して“はい”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 



 

－  ２  －  

表示されるコントロール画面にて、各バージョンの管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

•選択したバージョンに名前を付けて保存するアーカイブ

•選択したバージョンを読み込むレストア

•バージョンの削除削除

•リマークを編集するリマーク編集

•名称の変更名称変更

•別プロジェクトファイルをバージョンとして読み込む読み込み



 

－  ３  －  

回路記号の配置が終了した時点で１つのバージョンとして登録します。 

 

“Base の行”をクリックして反転表示させ、“アーカイブ”をクリックします。 

 



 

－  ４  －  

バージョンの名称（Name）、所見（Remark）を入力すると、下図の様に表示されます。ただし名称には半角英数しか使用

できませんので注意してください。 

“アーカイブ”したバージョンが追加されます。 

 

ただし編集自体は“Base”バージョンの編集を続ける事になりますので注意してください。OPUSER メインメニューにて

編集中のバージョンが確認できます。 

 

 

 

 



 

－  ５  －  

続けてワイヤリングを編集したバージョンを保存します。同じレイアウト画面にて部品配置を終了したもの、パターン配線

を終了したものをアーカイブします。 

 

その際、必ず現在の作業バージョンを選択してアーカイブするよう注意してください 

 



 

－  ６  －  

基板を片面配線で作成しましたが、未配線のバージョンを読み込み、そこから両面基板バージョンを作成します。 

 

部品配置を行った段階のバージョンを選択し“レストア”をクリックします 

 



 

－  ７  －  

レストアを行うと選択したバージョンが読み込まれ、編集中のバージョンとして表示されます。 

編集・上書きすると表示のバージョンへの上書きとなる為、両面パターン用の編集バージョンを“アーカイブ”してから作

業を行ってください。 

 

 

 

 



 

－  ８  －  

両面パターン作成後、プロジェクトバージョンコントロールでは編集中のバージョンと、選択したバージョンを“比較”ボ

タンで違いを見る事ができます。 

 

それぞれ同じ項目を選択し、“Show Diffrence”をクリックします。 

 

異なる記述の箇所がハイライト表示されます。 

 


